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第一部 【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第34期

第２四半期連結
累計期間

第35期
第２四半期連結
累計期間

第34期
第２四半期連結
会計期間

第35期
第２四半期連結
会計期間

第34期

会計期間

自  平成21年
    10月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成23年
    ３月31日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成23年
    １月１日
至  平成23年
    ３月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成22年
    ９月30日

売上高 (千円) 3,977,7414,215,1281,911,2611,978,4727,719,373

経常利益 (千円) 211,276 173,420 66,010 54,802 145,716

四半期（当期）純利益 (千円) 98,946 74,403 25,513 19,567 30,774

純資産額 (千円) ― ― 1,959,7021,947,5261,887,755

総資産額 (千円) ― ― 4,312,9784,444,8054,164,011

１株当たり純資産額 (円) ― ― 463.00 460.37 446.24

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) 23.38 17.58 6.02 4.62 7.27

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 45.43 43.81 45.33

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 236,541 184,804 ― ― 144,334

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △245,499△21,683 ― ― △264,901

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 148,129 167,003 ― ― 80,480

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(千円) ― ― 1,059,7661,210,633880,508

従業員数 (名) ― ― 494 537 540

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　記載しておりません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

　ておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 537（2,747）

（注）従業員数は正社員の就業人員であり、臨時従業員であります契約社員、嘱託社員、登録社員は（　）内に当第２四

半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。  

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年３月31日現在

従業員数(名) 443（2,427）

（注）従業員数は正社員の就業人員であり、臨時従業員であります契約社員、嘱託社員、登録社員は（　）内に当第２四

半期会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(１) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
　 至　平成23年３月31日）

前年同四半期比（％）

警備事業（千円） 1,864,694 ―

　交通誘導警備（千円） 1,113,786 ―

　施設警備（千円） 550,864 ―

　列車見張り警備（千円） 181,586 ―

　その他の事業（千円） 18,457 ―

ビルメンテナンス事業（千円） 35,752 ―

メーリングサービス事業（千円） 78,025 ―

合計（千円） 1,978,472 ―

(注)１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　　２．主要顧客別販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。

　

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 業績の状況

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア諸国をはじめとした新興国における経済成

長の緩やかな回復による輸出の増加や政府の景気刺激対策の影響により、個人消費の持ち直しの動きが

見られました。しかしながら、エコカー補助金の終了やエコポイント制度の縮小、高い水準にある失業率

や円高による企業収益への圧迫懸念が生じており、景気動向については依然として不透明な状況が続い

ております。

警備業界におきましては、国民の安心や安全を求める意識は高いものと考えられ、警備サービスに対す

るニーズや関心は高いものの、一方では警備品質の向上やコスト削減への取組みが求められ、同業他社と

の受注競争の激化や警備品質確保のためのコスト要因等を抱え、収益面では厳しい環境が続いておりま

す。
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このような経済情勢及び業界動向にあって、当社グループは引続き施設警備、列車見張り警備の拡販及

びロードスタッフの受注拡大など当社グループの中核となる事業に軸足を置いて積極的に営業推進し、

業容の拡大と収益力の強化に取組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間における当社グループの売上高は1,978百万円（前年同四半期比

3.5％増）となりましたが、営業利益は52百万円（前年同四半期比15.5％減）、経常利益は54百万円（前

年同四半期比16.9％減）、四半期純利益は19百万円（前年同四半期比23.3％減）となりました。

　

セグメント別の状況は次のとおりであります。

（警備事業）

警備事業は、交通誘導警備、施設警備、列車見張り警備等を行っております。警備事業の売上高は1,864

百万円、セグメント利益は49百万円となりました。警備事業の業務別売上高の状況は以下のとおりです。

① 交通誘導警備

厳しい受注獲得競争の中、当社グループの特色を生かしたロードスタッフ、イベント警備、駐車場警備

へ積極的に取組み、当部門の売上高は1,113百万円となりました。

　

② 施設警備

施設警備につきましては、首都圏を中心に積極的に拡大を図っており、トスネット及び連結子会社の㈱

日本保安の受注が堅調に推移しました結果、当部門の売上高は550百万円となりました。

　

③ 列車見張り警備

トスネット及び連結子会社の㈱大盛警備保障の受注が堅調に推移しました結果、当部門の売上高は181

百万円となりました。

　
（ビルメンテナンス事業）

ビルメンテナンス事業は、ビルメンテナンス、清掃業務等を行っております。ビルメンテナンス事業の

売上高は35百万円、セグメント損失は２百万円となりました。

　

（メーリングサービス事業）

メーリングサービス事業は、メール便発送取次業務、販促品・サンプル等の梱包及び発送取次業務等を

行っております。メーリングサービス事業の売上高は78百万円、セグメント損失は０百万円となりまし

た。

　
当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末と比較して280百万円増加し、4,444百万円

となりました。この主な要因は、現金及び預金の増加330百万円等であります。

負債は主に短期借入金の増加200百万円により、前連結会計年度末と比較して221百万円増加し、2,497

百万円となりました。純資産は利益剰余金が42百万円増加したこと等により、前連結会計年度末と比較し

て59百万円増加し、1,947百万円となりました。この結果、自己資本比率は43.8％となりました。
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(２) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、第１四

半期連結会計期間末と比較して255百万円増加し、1,210百万円となりました。

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、45百万円（前年同四半期は94百万円の収入）となりました。この主な

要因は、税金等調整前四半期純利益が52百万円となったこと等によるものです。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は９百万円（前年同四半期は311百万円の支出）となりました。この主な

要因は、投資有価証券の売却による収入10百万円があったものの、有形固定資産の取得４百万円の支出が

あったこと等によるものです。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は200百万円（前年同四半期は178百万円の収入）となりました。この主

な要因は、長期借入金の返済による支出69百万円及び配当金の支払27百万円があったものの、短期借入金

200百万円及び長期借入金100百万円の収入があったこと等によるものです。

　
(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　
(４) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,000,000

計 7,000,000

　

②【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年５月16日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,232,600 4,232,600
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ　　（ス
タンダード）

単元株式数は100株であります。

計 4,232,600 4,232,600― ―

　

(２)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(４)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(５)【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成23年１月１日～
平成23年３月31日

― 4,232 ― 524 ― 508
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(６)【大株主の状況】

　 　 　平成23年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

佐藤　康廣 宮城県仙台市宮城野区 1,242 29.35

セコム株式会社 東京都渋谷区神宮前一丁目５番１号 720 17.01

佐藤　雅彦 東京都大田区 548 12.94

トスネット社員持株会 宮城県仙台市宮城野区宮城野一丁目10番１号 219 5.18

株式会社きらやか銀行 山形県山形市旅籠町三丁目２番３号 105 2.48

株式会社北日本銀行 岩手県盛岡市中央通一丁目６番７号 89 2.10

有限会社元気 宮城県仙台市宮城野区高砂一丁目17番１号 85 2.00

佐藤　公子 宮城県仙台市宮城野区 80 1.89

宮本　泰 東京都世田谷区 43 1.01

高橋　廣志 宮城県仙台市宮城野区 38 0.89

計 ― 3,169 74.89

（注）所有株式数及び発行済株式総数に対する所有株式数の割合は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しておりま

す。

  

　

(７)【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式　　2,200

― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式4,230,000 42,300 ―

単元未満株式 普通株式　 　 400 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数          4,232,600 ― ―

総株主の議決権 ― 42,300 ―

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式73株が含まれております。
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②【自己株式等】

　 　 　平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社トスネット
宮城県仙台市宮城野区
宮城野一丁目10番１号

　　　2,200 ― 　　　2,200 　　　0.05

計 ― 　　　2,200 ― 　　　2,200 　　　0.05

　
　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
10月 11月 12月

平成23年
１月 ２月 ３月

最高(円) 278 293 287 290 284 288

最低(円) 245 235 240 268 260 197

（注）最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであり、平成22

年10月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成22年１月

１日から平成22年３月31日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成22年３月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成23年１月１日から平成23年３

月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年10月１日から平成23年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,210,633 880,508

受取手形及び売掛金 28,840 36,451

警備未収入金 905,347 932,414

原材料及び貯蔵品 18,705 19,205

繰延税金資産 23,589 20,180

その他 51,920 72,798

貸倒引当金 △8,434 △8,912

流動資産合計 2,230,602 1,952,647

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 338,466

※１
 340,261

土地 994,345 987,949

その他（純額） ※１
 70,766

※１
 68,313

有形固定資産合計 1,403,578 1,396,524

無形固定資産

のれん 254,969 271,455

その他 35,847 37,615

無形固定資産合計 290,816 309,071

投資その他の資産

投資有価証券 321,459 307,156

投資土地 72,085 72,085

投資建物（純額） 7,601 8,089

会員権 3,604 3,604

繰延税金資産 71,007 71,549

その他 61,366 63,429

貸倒引当金 △17,316 △20,147

投資その他の資産合計 519,808 505,767

固定資産合計 2,214,202 2,211,364

資産合計 4,444,805 4,164,011
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

負債の部

流動負債

短期借入金 520,000 320,000

1年内返済予定の長期借入金 120,180 144,300

未払法人税等 112,470 72,740

未払消費税等 65,888 71,282

未払費用 530,290 545,241

賞与引当金 27,060 28,250

その他 127,987 135,562

流動負債合計 1,503,876 1,317,376

固定負債

長期借入金 806,288 779,573

退職給付引当金 154,395 147,088

その他 32,717 32,217

固定負債合計 993,401 958,879

負債合計 2,497,278 2,276,255

純資産の部

株主資本

資本金 524,680 524,680

資本剰余金 508,300 508,300

利益剰余金 917,690 875,014

自己株式 △638 △638

株主資本合計 1,950,032 1,907,356

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,505 △19,600

評価・換算差額等合計 △2,505 △19,600

純資産合計 1,947,526 1,887,755

負債純資産合計 4,444,805 4,164,011
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高 3,977,741 4,215,128

売上原価 2,873,819 3,113,933

売上総利益 1,103,922 1,101,194

販売費及び一般管理費 ※１
 905,322

※１
 940,126

営業利益 198,599 161,068

営業外収益

助成金収入 － 8,995

受取賃貸料 12,659 9,829

その他 18,761 13,619

営業外収益合計 31,421 32,444

営業外費用

支払利息 10,098 11,134

投資有価証券運用損 5,869 7,168

その他 2,776 1,790

営業外費用合計 18,743 20,092

経常利益 211,276 173,420

特別利益

投資有価証券売却益 － 2,334

賞与引当金戻入額 1,390 －

特別利益合計 1,390 2,334

特別損失

固定資産除却損 797 －

投資有価証券売却損 － 7

投資有価証券評価損 5,273 －

リース損害金 － 4,171

特別損失合計 6,071 4,179

税金等調整前四半期純利益 206,596 171,575

法人税、住民税及び事業税 117,737 104,149

法人税等調整額 △10,087 △6,977

法人税等合計 107,649 97,171

少数株主損益調整前四半期純利益 － 74,403

四半期純利益 98,946 74,403
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年３月31日)

売上高 1,911,261 1,978,472

売上原価 1,394,708 1,459,784

売上総利益 516,552 518,688

販売費及び一般管理費 ※1
 454,219

※１
 466,038

営業利益 62,333 52,649

営業外収益

助成金収入 － 4,948

受取賃貸料 6,393 3,606

その他 9,863 7,508

営業外収益合計 16,256 16,062

営業外費用

支払利息 5,787 5,807

投資有価証券運用損 5,869 7,168

その他 922 934

営業外費用合計 12,579 13,909

経常利益 66,010 54,802

特別利益

投資有価証券売却益 － 2,334

特別利益合計 － 2,334

特別損失

固定資産除却損 617 －

投資有価証券評価損 5,273 －

リース損害金 － 4,171

特別損失合計 5,890 4,171

税金等調整前四半期純利益 60,119 52,965

法人税、住民税及び事業税 46,731 45,848

法人税等調整額 △12,125 △12,450

法人税等合計 34,605 33,397

少数株主損益調整前四半期純利益 － 19,567

四半期純利益 25,513 19,567
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 206,596 171,575

減価償却費 20,079 22,914

のれん償却額 5,692 16,486

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23 △1,004

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,140 △1,190

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,507 7,306

受取利息及び受取配当金 △1,120 △2,139

支払利息 10,098 11,134

投資有価証券運用損益（△は益） 5,869 7,168

投資有価証券評価損益（△は益） 5,273 －

投資有価証券売却益 － △2,334

投資有価証券売却損 － 7

有形固定資産除却損 797 －

売上債権の増減額（△は増加） 6,076 34,990

たな卸資産の増減額（△は増加） 306 500

前払費用の増減額（△は増加） 14,939 19,106

未収入金の増減額（△は増加） △10,623 2,665

未払金の増減額（△は減少） △7,474 △9,870

未払費用の増減額（△は減少） △1,935 △9,584

預り金の増減額（△は減少） △1,469 △1,385

その他 18,640 △7,220

小計 278,369 259,126

利息及び配当金の受取額 1,117 2,135

利息の支払額 △9,945 △11,684

法人税等の支払額 △33,000 △64,773

営業活動によるキャッシュ・フロー 236,541 184,804

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 50,000 －

投資有価証券の取得による支出 △1,809 △11,527

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,332 10,509

投資有価証券の払戻しによる収入 － 3,079

有形固定資産の取得による支出 △20,157 △19,815

有形固定資産の売却による収入 4,512 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△280,847 －

敷金の差入による支出 △1,184 △946

その他 1,655 △2,982

投資活動によるキャッシュ・フロー △245,499 △21,683

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 200,000

長期借入れによる収入 300,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △120,201 △97,404

配当金の支払額 △31,669 △31,718

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △3,873

財務活動によるキャッシュ・フロー 148,129 167,003

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 139,171 330,124

現金及び現金同等物の期首残高 920,595 880,508

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,059,766

※1
 1,210,633
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日)

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用しております。

　これに伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日 至 平成23年３月31日)

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用

により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

 
２．前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「助成金収入」は、当第２四半期

連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」

に含まれる「助成金収入」は9,918千円であります。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日  至  平成23年３月31日)

（四半期連結損益計算書）

１．「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用

により、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

 
２．前第２四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「助成金収入」は、当第２四半期

連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」

に含まれる「助成金収入」は6,278千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　681,448千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額　662,405千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

は次のとおりであります。

（千円）

広告宣伝費 9,236

役員報酬 78,332

給料 387,274

法定福利費 63,120

地代家賃 65,939

リース料 40,851
 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

は次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

広告宣伝費 7,705

役員報酬 71,114

給料 397,042

法定福利費 69,227

地代家賃 74,750

リース料 38,480

　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
　　至　平成23年３月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

は次のとおりであります。

（千円）

広告宣伝費 3,129

役員報酬 38,377

給料 193,371

法定福利費 32,057

地代家賃 33,381

リース料 20,257
 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な項目及び金額

は次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

広告宣伝費 2,109

役員報酬 35,724

給料 197,675

法定福利費 35,574

地代家賃 36,851

リース料 19,387

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年３月31日）

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　 （平成22年３月31日）　

現金及び預金 1,059,766千円

現金及び現金同等物 1,059,766千円
　

※１現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　 　（平成23年３月31日）

現金及び預金 1,210,633千円

現金及び現金同等物 1,210,633千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自  平成22年10月１

日  至  平成23年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式（株） 4,232,600

　
２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式（株） 2,273

　
３．新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(１) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月17日
定時株主総会

普通株式 31,727 7.5平成22年９月30日 平成22年12月20日 利益剰余金

　

(２) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日）

　警備業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメント

資産の合計額に占める割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省

略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自  平成21年10月１日  至  平成22年３月31日）

　警備業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメント

資産の合計額に占める割合がいずれも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省

略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日）

　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間（自  平成21年10月１日  至  平成22年３月31日）

　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日）

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

前第２四半期連結累計期間（自  平成21年10月１日  至  平成22年３月31日）

　　　海外売上高がないため、該当事項はありません。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号  平成20年３月21日）を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

当社グループは警備事業を主としており、当社及び各連結子会社がそれぞれ独立した経営単位として事業

活動を展開しております。

従って、当社グループは会社単位を基礎とした事業セグメントから構成されており、経済的特徴が類似して

いる事業を集約基準に基づき集約を行い、「警備事業」、「ビルメンテナンス事業」及び「メーリングサービ

ス事業」の３つを報告セグメントとしております。

「警備事業」は、交通誘導警備、施設警備、列車見張り警備等の事業を行っており、「ビルメンテナンス事

業」はビルメンテナンス、清掃業務等を行っております。「メーリングサービス事業」はメール便発送取次、

販促品・サンプル等の梱包及び発送取次事業等を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年10月１日  至  平成23年３月31日）

　 　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

合　計
警備事業

ビルメンテナンス
事業

メーリングサービス
事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,927,958 73,640 213,530 4,215,128

  セグメント間の内部売上高又は
振替高

21,039 3,625 ― 24,665

計 3,948,998 77,265 213,530 4,239,793

セグメント利益又は損失（△） 139,056 △2,616 12,089 148,528
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当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　 　 　 　 　（単位：千円）

　

報告セグメント

合　計
警備事業

ビルメンテナンス
事業

メーリングサービス
事業

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,864,694 35,752 78,025 1,978,472

  セグメント間の内部売上高又は
振替高

14,086 1,198 ― 15,285

計 1,878,781 36,950 78,025 1,993,758

セグメント利益又は損失（△） 49,338 △2,270 △688 46,379

　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年10月１日　至　平成23年３月31日）

　 　　　(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 148,528

セグメント間取引消去 12,540

四半期連結損益計算書の営業利益 161,068

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　 　　(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 46,379

セグメント間取引消去 6,270

四半期連結損益計算書の営業利益 52,649

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　
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(金融商品関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものではありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　　当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　　当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　　　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　　当第２四半期連結会計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年３月31日）

　　該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

　　当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　　該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

　　当第２四半期連結会計期間末（平成23年３月31日）

　賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動が認められません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年３月31日）

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

１株当たり純資産額 460.37円
　

１株当たり純資産額 446.24円
　

　
２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 23.38円

　

１株当たり四半期純利益金額 17.58円

　
なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年３月31日)

 １株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 98,946 74,403

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 98,946 74,403

　期中平均株式数（千株） 4,231 4,230

　

　
　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
（自　平成23年１月１日
　　至　平成23年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 6.02円

　

１株当たり四半期純利益金額 4.62円

　
なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

(注) １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日
至  平成22年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年３月31日)

 １株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 25,513 19,567

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 25,513 19,567

　期中平均株式数（千株） 4,231 4,230
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(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につ　

　いては、引続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理をしておりますが、当第２四半期連結会

計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動がないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年５月10日

株式会社トスネット

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    菅　　　　　博　　雄    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    尾    町    雅    文    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トスネットの平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成

22年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トスネット及び連結子会社の平成22

年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年５月13日

株式会社トスネット

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    菅    　    博    雄    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    尾    町    雅    文    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社トスネットの平成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成23年１月１日から平成23年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年10月１日から平成

23年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トスネット及び連結子会社の平成23

年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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